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W34a Astro-E2衛星の現状：精密X線分光装置XRS
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2005年 7月打ち上げ予定のAstro-E2衛星には世界で初めてX線マイクロカロリメータアレイXRSが搭載され
る。XRSは非分散型の精密X線分光装置であり、60 mKという極低温で動作させることで 6 keVのX線に対して
6 eV (FWHM)という極めて優れたエネルギー分解能を実現する。XRSによって鉄のK輝線を含む 0.3–10 keV
のX線領域での本格的な精密分光観測が可能となり、これまでにない新しい成果が期待される。特に回折格子と
異なり、広がった天体に対しても性能が劣化しないことから、超新星残骸・銀河銀河団中の高温ガス等の広がっ
た天体のプラズマ診断にも有効である
地上でのセンサー較正試験、衛星総合動作試験とその結果についてはこれまでに報告したが、その後、冬期か
ら夏期への打ち上げ延期に伴う約 3か月の保管期間、射場移動前試験、内之浦における詳細動作試験を経て、衛
星は現在ロケットとの結合と動作チェックを行なっている。詳細動作試験では 5.9 keVの X線に対し 5–6 eV の
優れたエネルギー分解能を維持していることを確認した。また、地上試験、保管期間を問わず常にデュワー内の
温度監視と極低温環境を維持するためのオペレーションを続け、万全を期した。一方、検出器の較正とデータ処
理・解析ソフトの整備についても、衛星打ち上げに向けて最後の追い込みを行なっている。
講演ではこれまでの経過について報告するとともに、打ち上げ後の状況についても触れる予定である。


